
はじめに
筆者は, 幼児体育における子どもたちに教えたい内容

(教科内容) とその教えたい内容に応じて選択すべき教

材の関係について, 保育園における実践の分析を通じ次

のように述べた.

｢筆者が描いた幼稚園や保育園での体育の取り組みに

おいて子どもたちに身につけさせたい教科内容である,

�自分自身について, できた・うまくなったという実感

をもっている, �友だちの動きと自分の動き, 友だち同

士の動きの違いを見つけ教えあうことができる (技術の

比較, 技術認識, 自己認識, 他者認識), �友だちがで

きるように, うまくなったことをみんなで喜びあえる

(他者認識, 集団認識, 人権意識とヒューマニズム), �

ルールの必要性や重要性について理解し, 必要なルール

づくりができる (社会認識, ルール認識), �みんなで

決めたルールや約束事, 順番が守れ, 必要な準備や後か

たづけができる (社会認識, 集団認識), との関係でこ

の 『ラグビーパスボール』 の実践をみると, ��の教科

内容が達成できたと判断できる. つまり, ��の教科内
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容を達成するためにはボール運動という教材が適してい

たということが言える. もちろん, この実践において他

の���の教科内容についても多少なりとも影響をもた

らしたと言えるが, ボール運動という教材が持っている

特質を考えるとこれらの教科内容を直接的に達成するに

は不向きな教材と言わざるをえない. これらの教科内容

を達成するのに適した教材の選択が求められ, そのため

の教材研究が必要となる1)｣.

つまり, ｢これから子どもたちと取り組もうとしてい

る教材それぞれの技術的特質と技術指導の系統性 (その

教材でしか味わえないおもしろさとそのことを保障する

子どもたちの認識発達に応じた指導方法), さらにそれ

ぞれの文化的・教育的価値についての分析・研究をおこ

ない, それぞれの教材に取り組ませることによって何を

教え・わからせることができそうかについて明らかにし

ていくことである. それらの検討によって, 子どもたち

に教えたい教科内容が鮮明になってくるであろう2)｣. 教

材それぞれの技術的特質と技術指導の系統性, さらに教

材の文化的・教育的価値によって教科内容が規定される

のであり, そのための教材研究の重要性について指摘し

た.

また, 幼児体育における ｢わかる (認識)｣ と ｢でき

る (習熟)｣ の関係について, 保育園における ｢マット

運動｣ の実践の分析を通じ次のように述べた.

｢この実践の分析を通じて, 『できる』 の背景には必ず

『わかる』 が存在しており, その 『わかる』 をひきだす

子どもたちの認識発達に応じた幼児体育の指導方法, さ

らにそのための教材研究の重要性が明らかになった. 幼

児体育における 『わかる』 と 『できる』 の関係は, ただ

単に練習をくりかえすことによって 『できる』 ことのみ

を追求するのではなく, 『運動ができるようになるため

のポイントがわかる』, さらに 『できない (わからない)

子どもの技術的 (認識的) なつまずきがわかり教えあう

ことができ, みんなができるようになることの重要性が

わかる』 というように 『わかる』 には 2つの側面がある

ことを理解したうえで, それらのことを 『わからせる』

ための教材に応じた指導方法の検討が重要となる. 『わ

かる』 と 『できる』 を結びつけ, その過程を学習してい

ける指導方法や指導技術 (わからせるための教具や技術

指導の系統性) によって, 子どもたちは 『わかる』 と

『できる』 の関係を学習できるのである3)｣.

いずれも ｢教材研究の重要性｣ について言及し, 教材

研究によって子どもたちに教えたい内容 (教科内容) が

より具体的になると指摘した.

本稿では, 2011 年度に T市 N保育園の 5歳児クラス

において, 教材研究を経て取り組まれたボール運動

(｢パスボール注1)｣) の実践を分析することから, ボール

運動のおもしろさがわかるために子どもたちにわからせ

たい・できるようにさせたい内容について明らかにした

い.

1 ボール運動の教材分析と発達

� ボール運動のおもしろさ

それぞれの教材には, それぞれの教材でしか味わえな

いおもしろさが存在している. では, ボール運動のおも

しろさとは一体何なのであろうか. そのことを検討する

前に, ボール運動にはどのような種類があるのかについ

てみてみたい.

ボール運動を分類すると, �野球型, �ネット型, �

攻防入り乱れ型, に分けることができる. 野球型という

のは, 攻撃と守備が明確に分離されているものである.

ネット型は, バレーボールやテニスのようにネットを挟

んで敵と味方が分離されているものである. さらに, 攻

防入り乱れ型というのは, バスケットボールやサッカー

のように, 攻撃側と守備側が同じ空間を共有してはいる

が, 攻撃と守備が瞬時に入れ替わりながら展開されるも

のである注2).

本稿では, 攻防入り乱れ型のボール運動に着目し, そ

のおもしろさについて検討してみたい. この攻防入り乱

れ型をはじめ, ボール運動で子どもたちがもっともおも

しろいと感じるのは, ボール運動の最終目標であるゴー

ル (シュート) が決まったときではないだろうか.

ボール運動の目的・目標は, ｢一定のルールに定めら

れた条件のなかで自チームが相手チームよりも多くの得

点 (ゴール) をあげること, となるだろう. そして, こ

の競技の目的・目標をルールに定められた条件のなかで

達成するための手段・方法として, 技術・戦術が位置づ

けられ体系化されている4)｣ のである. つまり, ボール

運動に必要な個別の技術が 2人以上のグループ戦術 (コ

ンビネーション) や全体のチーム戦術 (チームフォーメー

ション) のなかで発揮される必要があるが, それらが上

達するためには空間 (スペース) や時間 (タイミング)

をうまく生かすことができるようになることが重要とな

り, 攻防入り乱れ型のボール運動では特に必要となる5).
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これまでのボール運動の指導をみると, 子ども同士を

対面させボールを投げたり受けたりするなどの, 個人の

技能を習熟させることが最初に取り組ませる内容である

と捉え, その練習のみを取り組ませた後ゲームを展開し

ていくというのが一般的な方法であった. しかしながら,

そのような指導方法では, 実際のゲームになった時にど

のように動けばいいのかがわからないというのが子ども

たちの実感であり, 対面して動かずにボールを投げたり

受けたりという場面はゲーム中にほとんど出現しないの

も事実である.

民間教育研究団体である学校体育研究同志会では, 攻

防入り乱れ型のボール運動におけるおもしろさを, ボー

ル運動の目的・目標である ｢ゴール｣, 言い換えれば

｢シュートを決めること｣ と捉え, その基礎技術注3)を

｢2 人のコンビネーションによるパスからのシュート｣

であるとしている6). つまり, ｢① 『コンビネーションを

含むシュート』 の最小単位は 『2 人』 であり, ② 『2 人

のコンビネーションによるシュート』 は技術指導 (練習)

のプロセスにおいて最初の段階から最後の段階まで質的

に発展していくもので, ③しかもボール運動の本質的な

面白さを味わうためには誰もが習得しなければならない

技術7)｣ であると捉えたのである.

そして, 技術指導の系統性については, ①個人のボー

ル操作のうまさ, ② 2人のコンビネーションの予測・判

断が一致するようなコンビネーションの発展, ③パス・

シュートそのものの個人戦術の高まりとコート上の空間

において多様なポジション間でコンビネーションが使え

るコンビネーションの多様性 (バリエーション), ④相

手の対応力や状況に応じてコンビネーションを切り替え

たり組み合わせたりできるコンビネーションの複雑性

(適応可能性) と整理し, これらについては子どもたち

の発達の状況に応じて取り組まれる必要があるとしてい

る8). さらに, 前述した技術指導の系統性を踏まえたう

えで, ボール運動のうまさの階層については図 1のよう

に示すことができるであろう.

以上のように, 攻防入り乱れ型のボール運動のおもし

ろさ, 基礎技術, さらに技術指導の系統性について述べ

てきたが, はたして 5歳児の子どもたちにこのおもしろ

さをわからせることができるであろうか. そのことを検

討するには, 幼児期の発達的特徴を理解する必要があろ

う.

� 幼児期の発達的特徴注4)

幼児期の発達的特徴を検討する前に, 人間の運動には

どのような種類があるのかについてみてみたい.

人間の運動を分類すると, �生まれながらのもの, �

発育に伴うもの, �運動学習するもの, �特別の練習を

要するもの, に分けることができる10).

生まれながらの運動とは, いわゆる反射であり, 把握

反射や吸啜反射である. 例えば, 吸啜反射が生まれなが

らにできなければ, 母乳・ミルクを飲むことはできない

のである. 発育に伴う運動とは, 生後 5ヵ月ぐらいに表

出するパラシュート反射などの姿勢反射である. 運動学

習する運動とは, 立つ, 歩く, 走る, 跳ぶなど人間だか

ら自然に身についているようにみえるが, 実は人間社会

において学習し身につけているものである. 特別の練習

を要する運動とは, 一定の習熟練習をしないと身につか

ないと言われているものであり, スプーン, はし, 鉛筆

などの物を扱う運動がこれにあたる. 本稿で取りあげる

ボール運動もまさにボールという物を扱う運動であり,

練習しなければ決してうまくはならないのである.

これらの人間の運動の種類を踏まえ, さらに ｢幼児の

体育指導について考えるとき, このような思考や認識の

能力を無視して, あるいはそれを意識することなく指導

してよいのかどうかということがあろう11)｣ という指摘

も踏まえたうえで, まず認識の発達について理解してお

く必要があろう.

例えば, ジャンケンの ｢グー｣, ｢チョキ｣, ｢パー｣ と

いう 3つの関係は, 自然にわかるようになるものではな

い. 日々の生活やあそびのなかで能動的に人やモノとい

う環境に対しかかわり, 言語化していくなかでわかって

くるものであり, 本来 4歳児でわかるようになるもので
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図 1 ボール運動のうまさの階層の例9)

����������

	
����
��

���������

	
����
��

��������

��������

� ��

!"#$

!"�%

!"#$

!"�%

!"#$

!"�%

&

'



ある.

しかしながらここ数年, いくつかの保育園で子どもた

ちを観察させてもらう際に感じるのは, 確かに体つきは

5歳児であるが, あそび方やことばのやり取り, コミュ

ニケーションの取り方などをみると 4歳児にみえてしま

うということである. 本来その年齢で育つべき ｢～した

いけれど～｣, ｢～しないといけない｣, ｢こうありたい｣,

｢もしも～であるならば～である｣ などの認識部分の育

ちそびれが原因ではないかと感じている.

我々人間には, 生得的に認識という能力が備わってい

るわけではなく, 家庭や幼稚園・保育園などの社会的・

文化的・人間的な環境のなかで学習し, つまずいてはま

た学習するということを繰り返し身につけていくのであ

る.

｢昨日 (過去)｣, ｢今日 (現在)｣, ｢明日 (未来)｣ や

｢上下｣, ｢左右｣, ｢前後｣ などの時間・空間認識は, 生

活やあそびの様々な場面を通じ混乱しながらもわかって

くるものであり, また順番が守れるようになり役割の分

担が必要な ｢ごっこあそび｣ ができるようになっていく

ということは, 他者とかかわるあそびを通じて対人関係

や役割関係などの社会認識を学んでいくことを意味して

いる. その他の自己認識・他者認識・集団認識・ルール

認識・技術認識などの認識の発達も, 人やモノという環

境に対し能動的にかかわっていくことが基本となるが,

それらの認識をより理性的・科学的な認識へと発展させ

ていくことが, 保育・幼児教育の大きな課題であろう.

本来, ｢子どもの認識の発達は, 学習の過程で根本的

に重要な位置をしめている. 感性的認識の段階から理性

的認識の段階へすすむ過程は, すでに幼児期にある程度

までみられる12)｣ と言われており, 認識の発達との関連

をみすえた保育実践であるかどうかが重要な意味をもっ

てくるであろう. そのような保育実践を展開するために

も, 幼児期の発達的特徴を踏まえる必要がある.

3 歳児の子どもたちは, とびおり運動をやりたがる.

とびおり運動を何度も繰り返し行うことにより, ｢降下

緩衝能｣ という能力が身につく時期であるためやりたが

るのであるが, この能力を身につけることによって, 走

る際の片足にかかる衝撃を和らげることができるように

なり, 走り方が巧みになってくる. さらに, 前の年齢で

はうまくできなかった片足とび (ケンケン) もできるよ

うになり, 静止したボールを蹴るという動作も巧みにな

り, 人間固有の親指と人さし指で物をつまむという動き

も形成されてくる. 認識面では, ことばの持っている意

味をより理解できるようになり, 例えば ｢ゆっくり動い

てごらん｣, ｢フワッと跳んでごらん｣ というようなこと

ばかけに対し, 自分の動きを意識的にコントロールする

ようになってくる. さらには, ｢順番だから少し待って

てね｣ ということばかけに対しても, やりたいけれども

待つというように自分の気持ちもコントロールできるよ

うになってくるのである.

4 歳児になると, 幼児期に現れるほとんどの基本動作

を行えるようになる条件があると言われており, 前後の

年齢である 3歳児や 5歳児に比べ急激な運動発達をとげ

る条件をもっている年齢である. しかしながらその反面,

個人差が大きくなる時期でもあり, このことは認識面の

発達と深い関係がある. 自分と他の子を比較し, ｢自分

はあの子に比べ運動がうまい (できる), あるいはへた

(できない)｣ という違いや ｢勝ち・負け｣ も明確に理解

しはじめ, ｢自分は運動が得意なんだ｣ と思いはじめた

子どもは積極的に取り組むが, ｢自分はへたなんだ｣ と

感じた子どもはその場を避けるという選択をしはじめて

しまう. この年齢は, ｢運動ぎらい・体育ぎらい｣ をう

みだす最初の年齢である.

5 歳児になると, これまでおおざっぱな動きだったも

のが巧みさを増し, 2 つの動きをスムーズに結びつける

ことができるようになってくる. 助走をつけて上手投げ

でボールを目標に向かって投げる, 方向・強さ・タイミ

ングを調整してボールを蹴るというように, 動作間の協

調・均衡や統一のある運動ができはじめる. 認識面にお

いては, 自分と他の子との比較に加え, 他の子同士の関

係や動きの違いを客観的に理解しはじめ, お互いに適切

なアドバイスをしあうことも可能となる. また, ｢小学

校にいったらいっぱい勉強するんだ｣ というように, 自

分自身を変わっていく存在であると捉え, 時間的な見通

しのなかで今の自分を位置づける心の働きがうまれてく

る.

以上のように, 運動・認識・ことばの発達は深い関係

性をもっていることがわかる. 言うまでもなく, 自然に

それらの発達がうまれてくるのではなく, 人やモノとい

う環境に対し能動的にかかわっていくことで可能となっ

てくるのである.

2 T 市 N保育園の保育計画
T 市 N 保育園は, 愛知県の南部に位置している. 公
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立保育園であったものを, 1998 年に設置主体を T市か

ら T 市社会福祉協議会に委託し公設民営の保育園とし

たうえで, それを機にデイサービスセンターを併設して

いる. さらに, 2005 年度からは市の方針もあり完全民

営化となっている.

2002 年度から, ｢ 『運動あそびを通して, 最後までや

り遂げる力を育てるには』 について, 各年齢の子どもの

発達過程を学び, 知る. 乳幼児期の運動発達と認識発達

を学ぶ｣ ( 『平成 15 年度 N保育園運営管理案』 より)

ことを保育園全体の研究課題として位置づけ, 筆者と保

育士との共同の取り組みとして体育指導を取り入れてお

り, 2011 年度についても例年と同様の取り組みを実施

している.

T 市 N保育園における 2011 年度 5 歳児の取り組む教

材とそのねらいは, 表 1のとおりである.

3 T市N保育園におけるボール運動 (｢パスボー

ル｣) の実践
T 市 N保育園における 2011 年度のボール運動の取り

組み内容を表 2と表 3に示した. この取り組み内容を作

成するにあたっては, 前述した ｢ボール運動の教材分析

と発達｣ についての保育士による学習が背景に存在して

いる.

表 2はパスボールに向けての的あての取り組みであり,

表 3はパスボールそのものの取り組み内容である.

� 子どもたちの実態と保育士の思い

運動会も終わり, ボール運動に取り組もうと考え始め

ていた 10 月後半の子どもたちの実態について, 保育士

は次のように捉えていた.

｢普段, 自由あそびの時にボールあそびをやっている

のはほとんどが男の子であるが, ボールを投げるという

姿はあまりみられず, ボールを蹴るという動きが中心で

あった. ボールを投げさせてみると, 片手投げができる

子どもは全体 (30 人) の 3 分の 1程度, 3 分の 2の子ど

もは両手投げや下から投げるという状況. 片手投げで遠

くに投げようとすると力が入ってしまい, 目の前でバウ

ンドしてしまう子どもも多くみられる. ボールをキャッ

チすることにも恐怖心があり, 肘を伸ばしたまま目をつ

ぶってキャッチしようとしている子どもがほとんどであ

る｣. 取り扱っているボールは, 5 歳児の子どもでも片

手でつかみやすく, 柔らかいスポンジをコーティングし

たものである.

以上のような子どもたちの実態を踏まえたうえで保育

士は, ①走りながらボールをパスしたりスピードやリズ

ムをコントロールする力を養う, ②人やモノの動きを予
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教材名 ねらい

マット運動

・自分の身体の動きがわかり自分の意志で身体を動かすことができる
・自分の身体を使い空間を表現する楽しさを味わう
・自分の動きと友達の動きの違いがわかる
・友達同士の動きの違いを見つけ教えあうことができる
・自分達で準備, 片づけができる

水あそび

・呼吸の仕方がわかる
・伏し浮きをして浮く感覚を知る
・けのびをして脱力する感覚を知る
・自分の身体の動きがわかり自分の意志で身体を動かすことができる
・自分の動きと友達の動きの違いがわかる
・友達同士の動きの違いを見つけ教えあうことができる

ボール運動

・走りながらボールをパスしたりスピードやリズムをコントロールする力を養う
・人やモノの動きを予測・判断して動く
・自分達でルールを創り役割交代して楽しむ
・決められたルールを守りながらあそぶ
・自分達で作戦をたててあそびを展開する
・チームで協力してゴールできるようにする

鬼あそび

・走りながら方向転換をしたりスピードやリズムをコントロールする力を養う
・人やモノの動きを予測・判断して動く
・自分達でルールを創り役割交代して楽しむ
・決められたルールを守りながらあそぶ
・自分達で作戦をたててあそびを展開する

表 1 T市 N保育園の教材とそのねらい
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月/日 ねらい 活動 保育士の援助

11/9 ・多様なボール操作を
行い, ボールの扱い
に慣れる

(1 人で)
・ボールを床についてからキャッチ
・ボールを上に投げあげてからキャッチ
・ボールを上に投げあげて手を叩いてからキャッチ
・ボールを上に投げあげて回転してからキャッチ
(2 人で)
・バウンドさせて相手に投げる
・ボールを上に投げあげてワンバウンドさせてからキャッ
チしたボールを相手に投げる
・相手に直接投げる
・投げられたボールをキャッチ

・手の平をボールに向けて指先でキャッ
チすることを知らせる
・ボールとの距離感覚を知らせる
・相手との距離をつかみ, 相手がキャッ
チしやすいところに投げることを知ら
せる

11/17 ・おもいきり投げる時
と的をねらう時の投
げ方との違いに気づ
く

(4 グループに分かれ, いろいろな的あてを楽しむ)
・鬼をやっつけろ
鬼の絵の的をめがけ, 鬼の顔・腕・足などねらいを
つけてボールを投げる
・ペットボトル倒し
台の上に水を入れたペットボトルを置き, ボールを
投げて落とす
・フラフープくぐり
フラフープの中を通すようにボールを投げる
・ジャングルトンネル
ジャングルジムの枠の中をねらってボールを投げる

・子どもたちを 4 つのグループに分け,
すべての的を体験させる
・的あてを楽しんだあと, ひとつひとつ
の的あてについてどこが難しかったか,
どの的が当たりやすかったか通しやす
かったかなど子どもたちと話し合い,
的によって投げ方を変えたり, 投げる
強さを変えたことに気づかせる

11/28 ・ねらった的にボール
を当てる

・円の中心に的を置き, 円の外から投げる的あてゲー
ム (360 度どこから投げても良い). ボールは 1 人一
つ

・ゲームが終わった後, 子どもたちと話
し合い, いろんなところ (360 度) から
投げることができるが, 投げ方や投げ
る場所を工夫しないと当てにくいこと
を確認する

12/1 ・仲間にパスをしたり,
相手を避けたりしな
がらシュート (的に
ボールを当てる) を
する

・二重円を描き, 円の中心に的をおく. 赤チーム・青
チームに分かれ, 攻めるチームは二重円の外から的
をねらう. 守るチームは二重円の間に入り, シュー
トを阻止する. 攻めるチームは 4 人, 守るチームは
3人. ボールは一つ

・攻めと守りのゲームになったことで,
これまで的に当てていた子どもが一度
も的に当てることができず, またボー
ルに一度も触れずにゲームが終わって
しまう子どもがでてくる

表 2 T市 N保育園のパスボールに向けての的あての取り組み

月/日 活動 保育士の援助 子どもの姿

12/9 ・的を取り入れたパスボー
ルの試合 (4 人対 4 人で
ゲーム)

・｢1 人の子どもがシュートして決まった
ら, その子どもは同じチームの子ども
全員がシュートして決まるまではシュー
トできない｣ というルールを保育士が
提案 (どの子どもにもシュートするチャ
ンスをつくるため)

・自分がボールを持ちたい思いが強く, ボールを持っ
ていない子どもは敵味方関係なく, ボールを持っ
ている子どもを追いかけている状態
・自分がどこに動いたらいいかがわからない子ども
がほとんど

12/14 ・｢2 人のコンビネーショ
ンによるパスからのシュー
ト｣ の練習

�保育士にパスしてゴール
に向かって走り, 保育士
がパスしたボールをキャッ
チしてシュート (2－0)

�保育士の役割も子どもに
させる

・ホワイトボードに絵を描き, 動き方を
知らせる

・ボールのキャッチができない
・ホワイトボード上ではどこに動けばいいのかがわ
かるが, 実際の場面では自分がどこに動けばいい
のかがわからない子どもが多い

12/16 話し合い
・前回のゲーム (4 人対 4
人) で困ったことを話し
合う

・今後, 三角形が意識できるように, ま
たボールに触れる機会が多くなるよう
に, 3 人対 3 人のゲームに変更するこ
とを子どもたちに伝える

・K児が, ｢誰がシュートしたらいいかわからず, パ
スも誰にしたらいいかがわからなかった｣ と発言
・R児が, ｢シュートが決まった子は, 帽子を白にし
てはどうか｣ と発言

表 3 T市 N保育園のパスボールの取り組み
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12/19 ・3 人対 3人のゲーム ・ゲームの途中で子どもたちの動きを止
め, ボールを持っていない子ども 2 人
はどこに動いたらいいか問いかける
・的の高さを低くし, 的の向こう側が見
えやすくする

・ゲーム終了後, 4 人対 4 人のゲームと 3 人対 3 人
のゲームの違うところがあったかと子どもたちに
問いかけると, Ｋ児が ｢3 人対 3 人のほうがスッ
と動けた｣ と発言. さらに, Ｎ児が ｢初めてシュー
トできた｣ と発言

1/12 ・三角形について考える
・3 人対 3 人のゲームの攻
めと守りの練習

・ホワイトボードを使って図を描き, ど
こに自分が動けば三角形になるか, 子
どもたちと考える
・三角形になるとどんなことができるか,
子どもたちに伝える
・練習中, 的のまわりで三角形になった
グループの動きを止め, 白線を描いて結
び, 三角形になっていることを見せる

・ボールに対し, 手の平を下に向け肘をのばして捕
ろうとし, キャッチできない
・三角形を意識したグループが少なく, ボールを持っ
た子どもを追いかけてしまう

1/13 ・ゲーム ・5 試合中の 2 つの場面を止め, キャッ
チの大切さを知らせる

�Y児が T児にパスをして, そのボール
を T児がしっかりキャッチして, すぐ
にシュートする場面

�A 児が E 児にパスしたが, キャッチで
きず, 敵にボールをとられてしまう場面

・三角形を意識できるチームがでてくる
・シュートが決まったら歩いて戻ったり, あるいは
自分がシュートが決まったらあとは知らないとい
う子どもが多い

1/19 ・ゲーム ビデオ撮影
・三角形になった時, 意味のあるパスをし
た時, シュートが決まった後の戻り方を
撮影し, 後日子どもたちと分析する
・動き方がわからない子どもには, 保育
士が動き方を誘導し知らせていく

・3 チームが, 三角形をよく理解でき動け, 自分が
どこに動けばいいのか, 誰にパスをすればいいの
かがわかってきた
・しかし, まったくわからず, ただ動いているだけ
の子ども, どこに行けばいいのかがわからず立っ
たままの子どももいた

1/22 ・前回のゲームのビデオを
見て振り返り
・ゲーム

・前回のゲームを撮影したビデオを見て
解説し, 振り返りをしてからゲームに
はいる

・ビデオを見たことでひとつひとつの動きを意識す
る子どもが増え, 攻守の切り替えが速くなる

2/13 話し合い
・チーム決め

・前回のゲーム結果 (5 ゲーム分) をホ
ワイトボードに貼りだし, ひとつひと
つのゲームの結果を子どもたちと分析
する

・Ｋ児が 5ゲームすべての結果を見て, ｢自分たちの
ゲーム (青チームの 1 ゲーム目) は 5 点シュート
入っているのに, 4 ゲーム目が 0 点だから負けた
のかな｣ と発言

2/22 ・的の前で自分がボールを
持った時, 自分はシュー
トできるのか, それとも
味方にパスをして先にシュー
トさせたほうがいいのか
を意識して, 3 人対 3 人
の攻めと守りの練習

・ホワイトボードを使って図を描き, 三
角形についてもう一度子どもたちと確
認する
・この日の練習を撮影し, 後日子どもた
ちと分析する

・三角形になっているが, 三角形が活用されていな
いチームが多い
・なかには今は前に敵がいるから味方にパスをして
先にシュートさせている子どももいる

2/23 話し合い
・前回の練習のビデオを見
る

・保育士主導でビデオの解説をせず, 子
どもたちが言語化して動きの説明がで
きるようにする

・ビデオを見て, 気づいたことを言語化し動き方の
説明ができる子どもが増えてはきたが, どう説明
していいかわからない子どももいる

3/7 ・ゲーム ・これまで取り組んできたことをひとつ
ひとつ確認してからゲームにはいる

・全体的に, 攻め, 守りともすばやくなる

3/8 ・ゲーム ・三角形の意味とつくり方を再度説明し
てからゲームにはいる
・青チーム対赤チームの 5 ゲームすべて
のなかで今日一番良かったプレーを 5
ゲーム全部終わったあとで聞くのでよ
く見るようにと説明する (ゲームの振
り返りとゲームの再現)

・ボールを持って走りこんでシュートしようとした
J 児が, 敵の 3 人が的を守っていたため一度引き
返し, 再度攻めようとした際, Ｊ児の動きに応じ
て味方のＫ児が的の後ろに, さらにＡ児が的の右
横の空間に走りこみ, Ｊ児が的の後ろに走りこん
だＫ児にパスを出しＫ児がしっかりキャッチしシュー
トを決める場面がでた
・他のゲームでも動きながら三角形をつくり, 効果
的なパスからのシュートが決まる場面が見られた
・5ゲーム終了後, ｢今日のゲームのなかで一番良かっ
たプレーはどれだった｣ という保育士の問いかけ
に, J 児・K 児・A児 3 人のプレーを対戦相手の
負けたチームのY児が具体的に 3 人の子どもの動
きを再現しながら指摘すると, 全員が賛同の拍手

3/17 ・パスボール大会



測・判断して動く, ③自分達でルールを創り役割交代し

て楽しむ, ④決められたルールを守りながらあそぶ, ⑤

自分達で作戦をたててあそびを展開する, ⑥チームで協

力してゴールできるようにする, というねらいを掲げて

ボール運動に取り組みはじめる.

ボール運動という教材について保育士は, ｢ボールは

投げる, 蹴る, 捕る, つくなど様々な遊び方ができる楽

しい道具であり, もっと高く投げたい, もっと遠くへ投

げたい, ねらったところに当てたいなど, 自分の上達を

楽しむことができるものであり, さらに仲間と関わる楽

しさもある｣ と捉えている. しかし, ｢パスをしたり,

ゲームをしたりなど, 友達と活動することが楽しいあそ

びではあるが, 経験によって力の差が生じるため, 得意

な子どもだけが活躍することが起こりやすい｣ とも捉え

ていた. そのため, ｢的を使ってのパスボールのゲーム

を展開していくにあたり, 子どもたちのボール操作能力

の差を埋める必要があること, さらに的にうまく当てる

ためには力いっぱい投げるのではなく, ある程度力をコ

ントロールして投げる必要があるのではないか｣ とも考

えていた. 保育士は, まず力いっぱい投げる体験をさせ

てから的をねらう活動 (的あて) に展開したうえで, 力

いっぱい投げる時の投げ方と的をねらう時の投げ方の違

いに気づかせてからパスボールのゲームにはいりたいと

考えていた.

� ｢的あて, つまらん｣

ボール操作能力を高めようと, まずは一人で床にボー

ルをバウンドさせてからキャッチ, 上に投げあげてから

キャッチなど十分に遊んでボールに慣れたのち, 二人一

組になりボールをバウンドさせて相手に投げる・キャッ

チ, ノーバウンドで相手に投げる・キャッチという取り

組みが始まった. いきなり, 直接ノーバウンドで投げる・

キャッチするのではなく, まずバウンドさせてからキャッ

チするという取り組みは, 5 歳児の空間認識の発達を踏

まえたものである. バウンドしてくるボールをキャッチ

する場合と直接とんでくるボールをキャッチする場合の

相違は, 空間の大きさである. 直接とんでくるボールを

キャッチする際に視野に入る空間の大きさに比べ, バウ

ンドしてから自分に向かってくるボールをキャッチする

際に視野に入る空間は小さいため, 自分に向かってくる

ボールを追視しやすくキャッチしやすいのである.

しかしながら子どもたちは, 相手に向かって投げては

いるがまったく違うところに投げている子どももおり,

さらにはほとんどの子どもがうまくキャッチできないの

である. 保育士は子どもたちを集め, 相手のどこに投げ

たらボールをキャッチしやすいか, どのぐらいの力で投

げたらいいのかと問いかけると, ｢胸のところ｣, ｢ビュ

ンビュン投げたらキャッチできない｣ という子どもたち

の声である. わかってはいるが, 実際にはできないのが

現実のようである.

その後も同様の取り組みを展開するが, 投げ方や相手

のどこに投げたらキャッチしやすいかを意識している子

どもが増えてはいるが, ボールをキャッチすることがで

きない子どもがほとんであった. 次に, 力いっぱい投げ

る時の投げ方と的をねらう時の投げ方の違いに気づかせ

るために, いろいろな的あて (鬼の的をねらって, ペッ

トボトルをねらって, フラフープの中をねらって, ジャ

ングルジムの枠をねらって) を楽しむことにした.

はじめは, 力いっぱいおもいきり投げていた子どもた

ちであるが, 何度やっても枠に入らないことが続くと考

えはじめるようになり, 的によって投げるスピードを変

えたり投げ方を工夫するようになってきた. 終わった後

の話し合いでは, ｢楽しかった｣ という子どもの声に対

し保育士が ｢どこが楽しかった｣ と問いかけると, ｢的

に当たった時｣, ｢入った時｣ という反応があり, まさに

ボール運動のおもしろさであるゴール (シュート) その

ものである. 次に保育士が, ｢どの的が難しかった｣ と

的の順番に聞いていくと, それぞれの的に対して手があ

がる. ｢じゃあ, 的によって投げ方は変えたの｣ と保育

士が聞くと, K 児が ｢おもいっきり投げたのは, 鬼と

ペットボトルの時だし｣ という反応を示した. すかさず

保育士が, ｢じゃあK児, フープやジャングルジムの時

はどうやって投げた｣ と聞くと, ｢弱く｣ という返事が

かえってきた. ｢すごい, 的によって投げる強さ変えた

んだね｣ と保育士がほめると, 笑顔になったK児であっ

た. 他にも, ｢フワ～と投げた｣ という反応をする子ど

もが数名であった.

最後に保育士から, 今後は的あてのゲームをすること,

このゲームは的に当たらないと点数が入らないし勝てな

いこと, 今日のように投げ方を変えたり投げる強さを変

えて的をねらうのも良い作戦だということを子どもたち

に伝えて取り組みを終了した.

次に取り組んだのは, 円を描き円の中心に的を置き,

その的をねらって 360 度どこからでも当てることができ
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る的あてであるが, 5 人一組でボールは 1人一つ持ち,

1 分間の間に何回的に当てられるかの競争である. 記録

は, 次の 5 人が担当する. ｢よ～い, スタート｣ の保育

士の合図で的に向かって投げはじめる子どもたちである

が, 力を抜いて上からフワ～と投げる子, 地面にワンバ

ンドさせて投げる子, 的に当てたあと自分に向かって戻っ

てくるボールをすぐに捕り的に当てる子など, 投げ方を

工夫している子どもが増えてきている. 全員が終わった

後, ｢どうだった｣ という保育士の問いかけに, ｢たくさ

ん当たって楽しかった｣, ｢いろんなところから投げられ

る｣ という子どもたちの声である.

次の的あては, 二重円を描き円の中心に的をおき赤チー

ム・青チームに分かれ, 一つのボールをめぐって攻める

と守るを分離したものである. 攻めるチームは二重円の

外から的をねらい, 守るチームは二重円の間にはいりシュー

トを阻止する. 攻めるチームは 4人, 守るチームは 3人

での取り組みである. 味方にパスをしたり相手を避けて

シュートすること, 味方や敵の動きに応じて動くことが

求められる的あてである. 攻めと守りのゲームになった

ことで, これまでは的にボールを当てることができてい

た子どもが当てることができず, さらにボールに一度も

触れずにゲームが終わってしまう子どもがでてきてしまっ

たのである. この的あての取り組み後の話し合いのなか

で, 次のような保育士と子どもたちとのやりとりがあっ

た.

保育士の ｢この的あてゲームで一番おもしろいと思う

ところどこだと思う｣ に対して, ｢的にボールが当たっ

た時｣ という子どもの声があがる. ｢じゃあ, これまで

的あてのゲームでシュートが的に当たっていない子やボー

ルに触ることができていない子は｣ という問いに 2人の

子どもの手があがる. その 2 人の子どもに, ｢的あて,

今楽しい｣ と聞くと ｢的あて, つまらん｣ と即答の子ど

もたちである.

｢そうだね, シュートが当たらなかったり, ボールに

触れなかったらつまらないよね. 先生からみんなにルー

ルの提案です. 明日からやろうと思っている, 的を二つ

だして攻めたり守ったりするパスボールというゲームが

あるんだけど, チームのなかで一人の子がシュートを決

めたらその子は他の味方の子が全員シュートを決めるま

でシュートをしてはいけないというルールをつくります.

でも, シュートを決めた子はそれで終わりじゃなく, 他

の味方の子をシュートさせるようにするんだよ｣ という

保育士の提案を受け入れる子どもたちである. さらに,

｢あとひとつ考えてほしいのは, ボールを持った時敵が

来てシュートができない時どうする｣ という保育士の問

いかけには, ｢パスする｣ という反応を示す子どもたち

である. 保育士のこのルールの提案は, 子どもたち全員

にボール運動のおもしろさである ｢ゴール (シュート)｣

を味あわせたいという思いからの提案ではあるが, 攻防

入り乱れ型のボール運動において重要となる ｢意味ある

パス｣ をいかに子どもたちにわからせるかという課題で

もある.

子どもたちが攻防入り乱れ型のボール運動がおもしろ

くなるために, 子どもたちに何をわからせ・できるよう

にさせる必要があるのかについての検討が求められてい

る段階である.

� 2 人のコンビネーションによるパスからのシュート

的を 2つ出し, 相手の的にシュートする 4人対 4人の

パスボールに取り組むが, ゲームがはじまると, とにか

くボールを持ちたい思いが強く, ボールを持っていない

子どもは敵味方関係なくボールを持っている子どもを追

いかけ, それ以外の子どもは自分がどこに動いたらいい

のかがわからず, ただ立ちつくしている状態であった.

このままでは, パスボールを楽しむどころではないと判

断した保育士は, 攻防入り乱れ型のボール運動の基礎技

術である ｢2人のコンビネーションによるパスからのシュー

ト｣ に取り組むこととした. 今子どもたちに必要なのは,

個人のボール操作のうまさを 2 人以上のグループ戦術

(コンビネーション) や全体のチーム戦術 (チームフォー

メーション) のなかで発揮できるようにすることであり,

それらが上達するためには空間 (スペース) や時間 (タ

イミング) をうまく生かすことができなければならない

のである.

図2が ｢2人のコンビネーションによるパスからのシュー

ト｣ である. 流れとしては, ①ボールを持ったAが, B

にパスをしてから的に向かって走りだす, ②パスをもらっ

た B は的に向かって走ってくる Aにパスを出す, ③B

からのパスをキャッチしたAは的に向かってシュート,

である. この一連の流れにおいては, ボールを上手投げ

でパスすることと, パスされたボールをキャッチしてパ

スあるいはシュートという個人のボール操作に加え, B

に求められるのは Aの走ってくるスピードと走りこん

でくる空間を予測・判断したうえで, どのタイミングで
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パスを出すのかということである. 2 人の予測・判断を

一致させるコンビネーションであり, まさに空間 (スペー

ス) と時間 (タイミング) をうまく生かすことが求めら

れる. 最終的には, この B の役割も子どもにさせたい

のであるが, 最初は保育士がこの役割を担う必要がある.

このパスを出すタイミングが重要であり, 的に向かって

走ってくる A が B の位置を走りすぎてから B が A に

パスを出すと, A にとってみれば右斜め後方からボー

ルがとんでくることになりボールをキャッチすることは

難しくなるため (図 3 参照), 最初は走りこんでくるA

がキャッチしやすい右斜め前方からパスを出す必要があ

る (図 4 参照). 右利きの場合は, 右斜め前方からとん

でくるボールはキャッチしやすく, キャッチのあとにす

ぐにシュートという一連の動きをスムーズにつなげやす

いと言える. 左利きの場合は, その反対である左斜め前

方からパスを出してあげる必要があるため, Bの位置は

逆サイドになる必要がある. それらの関係がわかる保育

士が Bの役割を最初にやったうえで, 次に B の役割を

子どもにやらせるという段階を踏んだほうが効果的であ

る.

さらに, 最初の Aの位置と Bの位置, そして走りこ

んでパスをもらうA' の位置を結ぶと三角形になる. こ

の攻防入り乱れ型のボール運動において, この三角形を

いかにつくりだすか, 言い換えればこの三角形の関係を

認識させることでボール運動のおもしろさを子どもたち

にわからせることができるのではないだろうか.

この ｢2人のコンビネーションによるパスからのシュー

ト｣ に取り組みはじめた子どもたちは, 動きながらボー

ルをキャッチすることができないようである. さらに,

ホワイトボード上での ｢2 人のコンビネーションによる

パスからのシュート｣ の説明では, どこに動けばいいの

かがわかるのであるが, 実際に動きながらやってみると

どこに動けばいいのかがわからない子どもが多いようで

ある. しかしながら, 何回か取り組んでいるうちに保育

士からのパスを走りながらキャッチし, すぐに的にシュー

トできる子どもがではじめるようになってきた.

今後の取り組みとして, ゲームの前には必ず ｢2 人の

コンビネーションによるパスからのシュート｣ の練習を

いれることとし, A・Bいずれの役割も全員の子どもが

できるようにしていく必要がある.

� 空間認識と数量認識

前回行った 4人対 4人のパスボールのゲームについて,

何か困ったことがあったかという話し合いを行った際,

｢誰がシュートを決めたか動いているうちにわからなく

なり, パスを誰にすればいいのかわからない｣ というK

児の言葉に, R 児が ｢シュートが決まった子は帽子を
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図 2 2 人のコンビネーションによるパスからのシュート

(

)

A’

*+

*+

,-

�./

図 3 A' のキャッチが難しい位置関係

(

)

A’

*+

*+

,-

図 4 A' のキャッチが易しい位置関係

(

)

A’

,-
*+

*+



裏返して白にすればいい｣ と発言した. この発言からも,

5 歳児にとっての空間における数の認識をどのように捉

えればいいのかについての検討が求められる. 4 人対 4

人でゲームを行う際には, 自分以外に味方が 3人と敵が

4人の計 7 人を空間のなかで一度に認識する必要がでて

くる. 言い換えれば, 今ボールは味方が持っているか敵

が持っているかの違いに応じながら, 空間のなかの味方

や敵の位置関係を認識できれば自分はどのように動けば

いいのかがわかってくるであろう. この点も踏まえ保育

士は, 今後三角形が意識できるように, またボールに触

れる機会が多くなるように, 3 人対 3 人のパスボールに

変更することを子どもたちに提案し, 子どもたちも了承

したのである.

図 2に示した, Bの役割も子どもたちがやりはじめる

ようになった ｢2 人のコンビネーションによるパスから

のシュート｣ の練習をしてから, 3 人対 3 人のパスボー

ルのゲームに取り組む子どもたちである. ゲームは, ジャ

ンケンで勝ったチームのボールとなりコートの真ん中か

らパスをしてスタート, シュートが決まったら決められ

たチームのボールになりコートの真ん中からパスをして

リスタートというルールが加わっての取り組みである.

人数が変化したことにより, 自分以外に味方が 2人と敵

が 3人の計 5人を一度に認識できて動けるかどうかであ

り, さらにパスをきっかけにゲームが進行するように変

更されており, パスが必然となっている.

保育士は, パスボールのゲーム中に子どもたちの動き

を止め, 攻めているボールを持っている子どもの位置や

動きに応じてボールを持っていない子ども 2人はどこに

動いたらいいのかについて, ゲームをやっている子ども

に加え応援している子どもたちにも問いかける取り組み

を展開している. すべてのゲームが終了後, 保育士が 4

人対 4人のゲームと 3人対 3人のゲームとの違いがあっ

たかと子どもたちに問いかけると, ｢3 人対 3 人のほう

がスッと動けた, どこに動けばいいのかが 4人対 4人の

時よりわかった｣ というK児の声があがる. さらに, N

児が ｢初めてシュートできた｣ とうれしそうな表情であっ

た. なかには, 図 5のように的を中心に 3人が三角形に

なって攻めているチームもではじめた (○が攻めており,

△が守っている).

年があけてからのゲーム前の ｢2 人のコンビネーショ

ンによるパスからのシュート｣ では, 守りの役割の子ど

もを 1人加えての練習に変化させている (2－1の関係).

守りが加わることにより, A はどの空間にどのような

タイミングで走りこめばパスをもらえてシュートできる

かという予測・判断が求められ, さらにパスを出す B

も動かずにパスを出すのではなく Aの動きに応じて動

きながらどのタイミングでパスを出せばいいのかという

予測・判断が求められることになる. 2 人の関係に限定

された初歩的なものではあるが, パス・シュートそのも

のの個人戦術の高まりとコート上の空間において多様な

ポジション間でコンビネーションが使えるコンビネーショ

ンの多様性 (バリエーション) と相手の対応力や状況に

応じてコンビネーションを切り替えたり組み合わせたり

できるコンビネーションの複雑性 (適応可能性) の段階

の取り組みである. さらに, 1 つの的で 3人対 3 人で攻

めるだけ, 守るだけと役割を限定しての練習も取り入れ,

的のまわりで三角形になったチームの動きを止め, 3 人

の位置を白線で結び三角形になっていることに気づかせ

ている.

その後のゲームにおいても保育士は, ゲームのなかで

うまくシュートが決まった場面を再現し, 三角形になる

こととパスされたボールをきちんとキャッチすることの

重要性について子どもたちに知らせている. さらに, ど

こに動けばいいのかがわからない子どもに対しても, ゲー

ムを止め, この場面の場合どこに動けばいいのかについ

て考えさせている.

そのような取り組みを繰り返していくなかで, 三角形

をよく理解して動けるようになり, どのような時にパス

をすればいいのかというパスの意味を理解できる子ども

が増えはじめてきた. しかしながら, 依然としてただ動

いているだけの子どもやどこに動けばいいのかがわから

ず立ったまま動けない子どもも少なからず存在している

のも事実である.

日本福祉大学子ども発達学論集 第 5号

― 35 ―

図 5 三角形をつくり攻めている



� ビデオの分析・話し合い・振り返り

意味のあるパス, ボールをうまくキャッチすることの

大切さ, 攻めと守りの切り替えの速さ, 三角形になるこ

との意味をよりわからせるために, 保育士はこれまでの

ゲームを撮影したビデオのなかから適切な場面を抽出し,

子どもたちに見せながら解説することにした. より視覚

的に理解させようとしての取り組みである.

子どもたちに見せた場面は, K 児・ P 児・ S 児 3 人

のプレーである.

P 児から S 児にパスをした場面でビデオを止め, ｢こ

の時 K児がいないんだけどどこにいると思う｣ と保育

士が問いかける. ｢ほんとだ, いない｣ と子ども (画面

上には映っていない) の声があがりビデオをスタートす

ると, ｢あっ, K 児いた｣ と子どもたちの声があがる.

ビデオを止め, ｢P 児から S児にパスをした時, もう K

児は攻める的のところにいたんだよね｣ と保育士が解説

を加える. ビデオをスタートさせ, S 児が K 児にパス

した場面でビデオを止め, ｢この時, S 児は K児のとこ

ろに敵がいないのを見てパスしたね. これってとっても

大切なパスだね｣ と保育士がさらに解説を加えるのであ

る. ビデオをスタートさせると, S 児からのパスをしっ

かりキャッチした K児がシュートして 1 点の場面が映

しだされている. ビデオを止めて, ｢S 児からのパスを

しっかりキャッチした K児は, すぐにシュートできた

ね. ここで, もしボールをしっかりキャッチできなかっ

たら｣ という保育士の問いかけに, ｢シュートできない｣

と子どもたちの声があがるのである. また, ｢今のビデ

オ見てみんなどう思った｣ という保育士の問いかけに,

｢すごい｣ という声があがる. さらに, ｢どこがすごい｣

という問いかけには, ｢ちゃんと三角形になっていた｣

という子どもの声であった. ｢この 3 人は, 攻める時も

自分の的を守る時もとにかく走ってすぐに攻めたり守っ

たりしているの. これとっても大切. 歩いている子なん

ていないの｣ という保育士の説明にうなずく子どもたち

であった.

この場面のあとには, ｢パスが出せない時の動きの場

面｣, ｢パスをしたあとどこに動けばいいかわからない場

面｣, ｢ゲームに勝てないとわかり, 途中でいいかげんな

プレーになり意味がないパスを出した場面｣ を見せ, 何

がいけないのかについての保育士の説明を聞きながら食

い入るようにビデオを見, 素直にうなずく子どもたちで

あった.

ビデオを見ることで自分や他の子どもの動きを客観化

できた子どもたちは, その後のゲームでは, ひとつひと

つの動きを意識する子どもが増え, 攻守の切り替えが速

くなり, 応援している子どもからは, ｢○○ちゃん, ゴー

ルの右に動いて三角形になれ｣ などの指示がでるように

なってきた.

最終的なパスボールの展開は, 30 人の子どもを赤チー

ムと青チームの 15 人ずつに分け, それぞれのチームが

3 人一組を 5 組つくり, 5 ゲームを行い総得点によって

勝ち負けを決めるということになった.

その後の取り組みは, ｢赤・青の 2 チームと 3 人一組

を子どもたちに決めさせる｣, ｢ゲームの結果を子どもた

ちと分析する｣, ｢的の前で自分がボールを持った時, 自

分はシュートできるのか, それとも味方にパスをして先

にシュートを決めさせた方がいいのかを意識させる｣,

｢再度のビデオ分析｣ を展開してきた.

これまでの多様な取り組みから, 子どもたちのなかに

｢今ボールは味方が持っている. どこに動くのが自分や

味方にとって有利になり, ボールをもらえるか. さらに,

今自分が持っているボールはパスすべきかシュートすべ

きか. あるいは, 今ボールは敵が持っている. どこに動

けば敵の攻撃を防げるか, ボールを奪い返せるか｣ など

の予測・判断とそれに応じた動きがわかりはじめ, 攻防

入り乱れ型のボール運動であるパスボールが展開できる

ようになってきたようである. そのことを物語るのが,

これまではどのように動けばいいのかがよくわからなかっ

た J児・K児・A児 3人による次のプレーである.

ボールを持って走りこんでシュートしようとした J

児が, 敵の 3人が的を守っていたため一度引き返し, 再

度攻めようとした際, J 児の動きに応じて味方の K 児

が的の後ろに, さらに A児が的の右横の空間に走りこ

み, J 児が的の後ろに走りこんだ K児にパスを出し K

児がしっかりキャッチしシュートを決めたのである. ま

さに, 前述した図 5のような三角形を 3人がつくりだし,

フリーになった K児にパスを出しシュートを決めたの

である. そしてこのプレーによって, これまで長期間に

わたり何度もゲームを行ってきたが, まだ ｢ゴール (シュー

ト)｣ を決められていなかったK児がはじめて ｢ゴール

(シュート)｣ を決めることができ, このことによって

30 人全員が ｢ゴール (シュート)｣ を決めたことになっ

たのである.

それ以外のゲームにおいても, 動きながら三角形をつ
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くり, 効果的なパスからシュートが決まる場面が数多く

みられたのである.

さらに, 5 ゲーム終了後 ｢今日のゲームのなかで一番

良かったプレーはどれだった｣ という保育士の問いかけ

に, 前述した J児・ K児・A児 3 人のプレーを対戦相

手の負けたチームのＹ児が具体的に 3人の子どもの動き

を再現しながら指摘すると, 全員が賛同の拍手を送った

のである.

� パスボール大会

卒園を控えた 3月に入り, 子どもたちの動きが変わっ

てきたことを保育士は感じていた.

どの試合も守りが固くなり, なかなかシュートが決ま

らないゲームもありロングシュートを試みたり, 守りを

打ち破るために左右に細かいフェイントを入れて守りを

動かしてからの隙をついたシュートや, 三角形の大きさ

を変えながら素早いパス交換をしてシュートを決めるな

どの場面がでてきた. このような子どもたちの姿を保護

者に見てもらいたいと思い, パスボール大会を行うこと

にしたのである. パスボール大会を行うことを子どもた

ちに伝えると, ｢よっしゃ｣, ｢がんばる｣ という子ども

たちの声があがるのである. ｢どんなところを見てもら

いたい｣ という保育士の問いかけには, 子どもたちから

｢楽しそうにやっているところ｣, ｢シュートを決めたと

ころ｣, ｢パスができたところ｣ など多くの子どもたちの

声があがるのである. ｢じゃあ, そのためにはどうした

らいいの｣ と聞くと, ｢三角形をつくる｣, ｢ボールを持っ

たら自分がシュートするのか, それとも味方にパスした

方がいいのかよく考えて動く｣, ｢味方と敵とボールをよ

く見て動く｣ など, これまで取り組んできてわかったこ

とをもう一度子どもたちと確認する保育士である.

パスボール大会までの子どもたちは, 保育士がいなく

ても自分たちで的, ラインなどを準備して練習する姿が

見られた. さらに, ゲーム前の作戦タイムでは, 3 人の

うち誰を先にシュートさせるのか, 敵のチームにボール

がいったらまだシュートを決めていない敵の子のそばに

ついて, ボールが渡らないようにしようと確認している

チームもではじめたのである.

パスボール大会当日は, 両親や祖父母に見てもらおう

と, どの子もいい表情でやる気満々といった様子であっ

た. ゲームの前に子どもたちとひとつひとつのルールと

これまで取り組んできたなかで大切なことを確認し, そ

の後保護者の方々にこれまで子どもたちと創りあげてき

たパスボールについて説明してからゲームを開始したの

である. どのゲームにおいてもどの子どもたちも, 三角

形をどのようにつくればいいのか, 自分は状況に応じて

どのように動けばいいのか (シュートなのかパスなのか,

あいている空間にいかに走りこめばいいのか) を考えな

がら展開されていた.

保育士はこのパスボールの実践について, パスボール

はただボールを投げたりシュートを決めるというような

技術を高めていく楽しさだけではなく, みんなで的をつ

くったりゲームの記録をとったり, チームのメンバーを

自分たちで決めたり, 相手チームに勝つためにはどうし

たらいいのか仲間と考えたり (作戦づくり), みんなで

創りあげていくことの楽しさを共有できる教材であると

感じたと述べている. さらに, 子どもたちに教えたい内

容があり, その内容を達成するために教材を選択し, 子

どもたちの発達に応じ教材づくりをしていくためには,

実践する前に取り組もうとしている教材の内容をいかに

分析するかの重要性について痛感させられた半年であっ

たとも述べている.

おわりに

―わからせたい・できるようにさせたい内容―
攻防入り乱れ型のボール運動のおもしろさがわかるた

めに子どもたちにわからせたい・できるようにさせたい

内容について明らかにしていくことを目的として, 2011

年度に T市 N保育園の 5 歳児クラスにおいて取り組ま

れたパスボールの実践を分析してきた.

攻防入り乱れ型のボール運動のおもしろさである ｢ゴー

ル (シュート)｣ を全員が決めることができ, 卒園まじ

かに取り組まれたパスボール大会を楽しんだ子どもたち

であるが, このようになるために子どもたちにわからせ

た・できるようにさせたものは何だったのであろうか.

このパスボールの取り組みは, ボール運動の教材分析

をしたうえで子どもたちの発達的特徴に応じて取り組ま

れたところに大きな特徴がある. 子どもたちに考えさせ

ることを基本とした指導であり, 子どもたちの認識を引

きだそうとした実践であると言えよう.

その前提となったのが, ボール運動の教材分析と幼児

期の発達的特徴との関連である.

ボール運動の教材分析により, ボール運動のおもしろ

さをボール運動の最終目標である ｢ゴール (シュート)｣
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であるとし, さらに攻防入り乱れ型のボール運動におい

てそのおもしろさを子どもたちがわかり・できるために

は, 個人のボール操作能力が 2人以上のコンビネーショ

ンや全体のチームフォーメーションのなかで発揮されな

ければならず, それらが上達するためには空間 (スペー

ス) や時間 (タイミング) を有効利用できるかどうかに

かかっているとしている. そして, それらを可能にする

ための基礎技術を ｢2 人のコンビネーションによるパス

からのシュート｣ であるとし, この内容は取り組みの最

初の段階から最後の段階まで質的に発展していき, おも

しろさを味わうためには誰もが習得しなければならない

技術と位置づけ, 主要な取り組み内容として実践を展開

している. さらに, 技術指導の系統性を, ①ボール操作,

②コンビネーションの発展, ③コンビネーションの多様

性, ④コンビネーションの複雑性, と捉え取り組み内容

を構造化している.

｢2 人のコンビネーションによるパスからのシュート｣

の取り組みをゲームの前に取りいれはじめてから, その

内容を, ① B の役割を保育士がする, ② B の役割も子

どもがする, ③守りを 1人いれての取り組み, と変化さ

せていくごとに子どもたちの動きはコンビネーションが

発展し, 初歩的ではあるが多様化し, 複雑化しているチー

ムの動きがゲームのなかに出現しはじめている. その典

型的な場面が, それまではどのように動けばいいのかが

よくわからなかった J児・ K児・A児 3 人のプレーで

あろう.

この基礎技術である ｢2 人のコンビ―ネーションによ

るパスからのシュート｣ が, 前述した段階を経てできる

ようになるためには, 三角形をいかにつくりだすか, 言

い換えればこの三角形の関係を認識することができるか

どうかにかかっていると言える. そのために子どもたち

にわからせなければならないのは, 図 2 における Aの

役割では, ①敵の位置に応じて B にパスを出すタイミ

ング, ②パスを出してからの敵の位置とあいている空間

の判断に応じた走りこみ方, さらに B の役割では, ③

A が走りこんでくるスピードと走りこんでくる空間の

予測・判断と敵の位置に応じてパスを出すタイミング,

となる. そして, その一連の流れを可能にするのが, 動

きながらの個人のボール操作能力の高まりである.

つまり, 人 (味方・敵) やモノ (ボール) の動きを予

測・判断する力が身につかなければ, 攻防入り乱れ型の

ボール運動 (｢パスボール｣) のおもしろさを子どもたち

にわからせることはできないと言え, 言い換えれば ｢2

人のコンビネーションによるパスからのシュート｣ がで

きるためには時間認識・空間認識・他者認識をわからせ

る必要があると言える. それらがわかることによって,

｢今ボールは味方が持っている. どこに動くのが自分や

味方にとって有利になり, ボールをもらえるか. さらに,

今自分が持っているボールはパスすべきかシュートすべ

きか. あるいは, 今ボールは敵が持っている. どこに動

けば敵の攻撃を防げるか, ボールを奪い返せるか｣ など

の予測・判断とそれに応じた動きが駆使され, 攻防入り

乱れ型のボール運動の攻防が展開できるようになるので

ある.

最後に, 5 歳児の子どもたちの発達的特徴およびこの

実践の内容を踏まえれば, 攻防入り乱れ型のボール運動

の人数は 3人対 3人が適切であると言えよう.
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注

1 ) パスボールは, 愛知県名古屋市にある名東保育園において

保育士と 5 歳児クラスの子どもたちにより 1986 年度に考

案されたボールゲームである. �ボールの取りあいになっ

たら審判 (保育士) が 10 数える. それでも取りあいが続

いていれば審判ボールとし, 審判が目をつぶり空中に投げ

あげて再開する, �コート外にボールがでたら最後にボー

ルに触れた子どもの相手チームのボールになり, ボールが

でたライン上からコートに投げ入れて再開する, �得点後

は得点されたチームのボールになり, ゴール前から投げ入

れて再開する, という 3つのルールがつくりだされ, それ

らのルールを守りながら 3人対 3人でコート内を自由に走

り, パスをしあいながら相手のゴール (ベニヤ板, 横 80

cm×縦 90 cm) にボールをぶつけて得点しあうものである.

その後, 1989 年度の同園の取り組みにおいては, ゴール

が子どもたちがダンボールでつくった鬼に変化している.

2 ) ボール運動の分類の変遷をみると, 平成 10 年改訂の小学

校学習指導要領において, 具体的な種目名から ｢ベースボー

ル型ゲーム｣, ｢バレーボール型ゲーム｣, ｢サッカー型ゲー

ム｣, ｢バスケットボール型ゲーム｣ と改訂. さらに, 平成

20 年の改訂では ｢ベースボール型｣, ｢ネット型｣, ｢ゴー

ル型｣ となり現在に至っている.

3 ) 基礎技術とは, ｢�学習しようとする運動文化の本質 (特

質) を形成している最少単位の技術, �最初に練習し最後

まで質的に発展する内容を持った技術, �学習する運動文

化の技術習得については, 誰もが必ず体験し, 習得しなけ

ればならない技術, �ある程度の運動量を有し, 児童生徒
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が興味をもって容易に習得できる技術13)｣ と規定されてい

る.

4 ) ｢幼児期の発達的特徴｣ の項の認識の発達に関わる内容以

降については, 拙著 ｢認識をひきだす保育実践を｣ 『たの

しい体育・スポーツ』 No. 264, 2012 年, 38 頁－39 頁を

加筆・修正したものである.
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